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平
成
二
十
四
年
 新
春
号

西
宮
え
び
す
　
平
成
二
十
四
年
新
春
号（
通
巻
第
三
十
六
号
） 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日  

発
行

発
行
／
西
宮
神
社
　〒 

6
6
2-

0
9
7
4
　兵
庫
県
西
宮
市
社
家
町
1-
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　電
話 

0
7
9
8-

3
3-

0
3
2
1
　 FAX.

0
7
9
8-

3
3-

5
3
5
5

編
集
／
文
化
課
　
印
刷
／
小
西
印
刷
所

編
集
室
か
ら

●
 本
殿
復
興
五
十
年
境
内
整
備
事
業
は

九
月
二
十
一
日
の
奉
幣
奉
祝
祭
を
も
っ
て

全
て
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。奉
幣
奉
祝

祭
に
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
宮
城

県
か
ら
、鹽
竈
神
楽
保
存
会
の
方
々
が
来

ら
れ
神
楽
を
奉
納
さ
れ
、祭
典
で
は
天
理

大
学
雅
楽
会
の
方
が
雅
楽
を
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
当
日
は
残
念
な
が
ら
悪
天

候
の
為
、来
る
事
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、淡
路
人
形
座
も
来
ら
れ
る
予
定
で
し

た
。平
成
二
十
三
年
は
東
日
本
大
震
災
を

始
め
非
常
に
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。そ

の
中
で
被
災
地
か
ら
奉
祝
祭
に
来
ら
れ

た
鹽
竈
神
楽
保
存
会
の
皆
様
に
は
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。被
災
さ
れ
た
方

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、え
び
す
様
の
ご
加
護
を
受
け
ら

れ
、来
る
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ
は
西
宮
神
社（
℡
０
７
９
８‐３
３‐０
３
２
１
）各
担
当
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
正
月
・
十
日
え
び
す
期
間
中
は
境
内

駐
車
場
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

近
隣
住
民
の
方
の
迷
惑
に
な
る
の
で
路

上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。ま
た

十
日
え
び
す
期
間
に
は
臨
時
バ
ス
も
運
行

し
て
お
り
ま
す
。正
月
・
十
日
え
び
す
期

間
の
交
通
規
制
情
報
・「
開
門
神
事
福
男

選
び
」情
報
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随

時
更
新
致
し
ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

　

本
殿
復
興
五
十
年
を
記
念

し
て
幾
つ
か
の
団
体
個
人
よ
り
、

大
変
あ
り
が
た
い
品
々
を
御
奉

納
頂
き
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
は

先
に
発
行
い
た
し
ま
し
た
「
本

殿
復
興
五
十
年
記
念
誌
」に
ご

紹
介
し
ま
し
た
。西
宮
神
社
三

田
分
社
様
よ
り
の
奉
納
は
、こ

の
発
行
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
こ
こ
に
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

横
幅
約
2.
7

メ
ー
ト
ル
、高
さ
約

55
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
檜
の
台
に
取
り

付
け
ら
れ
た
え
び

す
大
黒
の
お
面
で

す
。
社
務
所
一
階

資
料
展
示
室
入

口
に
掲
げ
て
有
り

ま
す
。

「
西
宮
神
社
御
社
用
日
記
」出
版
の
お
知
ら
せ

分
霊
社・志
津
川
西
宮
神
社
の
古
文
書
再
生

西
宮
神
社
三
田
分
社
が
　
　
　

え
び
す
大
黒
面
額
を
奉
納

奉納されたえびす大黒面額

参
拝
の
ご
あ
ん
な
い

参
拝
の
ご
あ
ん
な
い

諸
国
探
訪
／
水
道
筋
恵
比
寿
講

　 　
　  

え
び
す
瓦
版

正
月・十
日
え
び
す

五
十
年
記
念
事
業
報
告

平成二十四年 新春号

I N F O R M A T I O N インフォメーション

　

東
北
の
大
震
災
大
津
波
で

甚
大
な
被
災
を
さ
れ
た
、宮
城

県
南
三
陸
町
志
津
川
の
西
宮

神
社
。こ
こ
に
残
さ
れ
て
い
た
本

社
の
発
給
し
た
古
文
書
も
、ほ

と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、

古
く
か
ら
の
当
社
と
の
絆
ま
で

も
が
薄
れ
て
し
ま
う
思
い
で
い

ま
し
た
が
、こ
の
度
「
工
房
レ
ス

ト
ア
」と
い
う
事
業
所
に
よ
り
、

当
社
関
係
文
書
八
点
が
復
元

さ
れ
ま
し
た
。さ
い
わ
い
、文
書

は
震
災
前
年
に
撮
影
し
た
写

真
デ
ー
タ
が
有
り
ま
し
た
の
で
、

紙
質
を
選
び
複
写
し
、古
色
と

皺
な
ど
も
再
現
し
、ほ
ぼ
元
通

り
に
近
い
も
の
に
再
生
さ
れ
ま

し
た
。今
回
再
生
さ
れ
た
文
書

は
、江
戸
時
代
寛
保
二
年
か
ら

明
和
六
年
に
か
け
て
の
、西
宮

･
吉
井
神
主
よ
り
出
さ
れ
た

「
西
宮
大
神
宮
神
像
札
賦
与

免
許
状
」等
で
す
。更
に
こ
の
様

な
貴
重
な
文
化
財
が
復
元
再

生
さ
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

再生された古文書

　

本
殿
復
興
五
十
年
記
念
事

業
の
一つ
と
し
て
本
書
が
翻
刻

出
版
さ
れ
ま
し
た
。A
５
版
･

箱
入
り
･
４
８
６
頁
、清
文
堂

史
料
叢
書
第
1
2
0
刊
と
し

て
配
本
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、先
の
大
戦
の
末
期
、

空
襲
に
よ
り
本
殿
始
め

境
内
の
建
物
の
多
く
が

烏
有
に
帰
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、幸
い
元
禄
時
代

以
降
の
日
記
が
残
さ
れ
ま

し
た
。今
回
は
第
一
巻
と

し
て
元
禄
七
年
か
ら
同
十
七
年

ま
で
を
活
字
化
し
ま
し
た
。

購
入
お
問
合
せ
は
、書
店
又

は
清
文
堂
出
版
ま
で
。（
電
話

0
6-

6
2
1
1-

6
2
6
5
）

出版された
「西宮神社御社用日記」

西宮神社 公式サイト
http://nishinomiya-ebisu.com

西宮神社公式サイトQRコード





4

　

先
の
大
東
亜
戦
争
の
末
期
、昭
和
二
十
年
八

月
六
日
の
空
襲
に
よ
り
烏
有
に
帰
し
た
旧
国
宝

の
本
殿
が
、昭
和
三
十
六
年
に
元
の
姿
に
復
興
さ

れ
て
か
ら
平
成
二
十
三
年
で
満
五
十
年
。近
世
に

な
っ
て
の
吉
例
に
倣
い
式
年
造
替
、本
殿
拝
殿
の

修
復
を
行
い
ま
し
た
。併
せ
て
新
し
き
時
代
に
相

応
し
い
祈
祷
殿
の
建
設
や
神
池
の
整
備
・
浄
化
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
記
念
事
業
を
計
画
し
、秋
の

完
了
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　

八
月
末
に
本
殿
改
修
を
終
え
、九
月
二
十
日

は
改
修
な
っ
た
社
殿
に
お
戻
り
い
た
だ
く
本
殿
遷

座
祭
を
斎
行
し
、こ
れ
を
奉
祝
し
て
二
十
一
日
に
は

奉
幣
奉
祝
祭
、奉
納
芸
能
も
本
殿
斎
庭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
宮
城
県

塩
釜
市
に
鎮
座
す
る
鹽
竈
神
社
か
ら
、鹽
竈
神

楽
保
存
会
の
方

に
お
越
し
頂
き
、

「
恵
比
寿
大
黒

舞
」と「
親
子
獅

子
舞
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
関
連
事

業
の
一つ
と
し
て
、

江
戸
時
代
を
中

心
と
し
た
社
務

日
誌
類
及
び
講

社
関
係
の
文
書
の
解
読
と
出
版
を
新
た
に
設
け

た「
西
宮
神
社
文
化
研
究
所
」で
行
い
、社
務
所

一
階
に「
え
び
す
信
仰
資
料
展
示
室
」を
開
設
し
、

今
日
ま
で
蒐
集
さ
れ
た
全
国
各
地
の
、え
び
す
様

の
お
人
形
や

絵
画
、陶
磁

器
類
、昔
の

御
神
影
、そ

の
他
様
々

な
資
料
を

順
次
公
開

展
示
し
て
い

ま
す
。

3

「
本
殿
復
興
五
十
年
記
念
事
業
報
告
」  

﹇ 

本
殿
復
興
五
十
年 

記
念
事
業
の
概
要
﹈

 

〈
境
内
整
備
事
業
〉

◎
本
殿
拝
殿
の
改
修                  

　
（
平
成
二
十
三
年  

九 

月
完
了
）

◎
祈
祷
殿
の
建
設                    

　 

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
完
了
）

◎
神
池
の
改
修                       

　
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
完
了
）

◎
お
か
め
茶
屋
の
改
装               

　
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
完
了
）

 

〈
文
化
事
業
〉

◎
西
宮
神
社
文
化
研
究
所
の
開
設        

（
平
成
二
十
二
年  

四 

月
開
始
）

◎
刊
行
物
の
発
刊 
 

        

（
平
成
二
十
三
年  

九 

月
刊
行
）

  

（
御
社
用
日
記
第
一
巻
、
近
世
諸
国
え
び
す
御
神
影
札
頒
布
関
係
史
料
集
、
復
興
五
十
年
記
念
誌
）

◎
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設          

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
開
始
）

◎
え
び
す
信
仰
資
料
展
示
室
の
開
設     

（
平
成
二
十
三
年  

一 

月
開
始
）

 

〈
そ
の
他
〉

◎
鎮
守
の
森
再
生
プ
ラ
ン
の
実
施        

（
平
成 

十 

五 

年
よ
り
継
続
中
）

◎
西
大
練
塀
の
防
災
工
事                

（
平
成
二
十
二
年  

十 

月
完
了
）

正
月
十
日
え
び
す
の
御
祈
願

　

正
月
十
日
え
び
す
は
、五
十
年
ぶ
り

に
改
修
さ
れ
、え
び
す
大
神
様
の
御
神

威
も
弥
増
し
ま
し
た
本
殿
で
、一
年
の

報
恩
感
謝
と
新
年
の
安
泰
･
弥
栄

を
御
祈
願
下
さ
い
。

新車のお祓い所

親子獅子舞

恵比寿大黒舞

本殿遷座祭

祈
祷
殿

　

参
道
の
鳥
居
の
左
、こ
の
た

び
新
築
さ
れ
た
祈
祷
殿
で
は
、

お
宮
参
り
、七
五
三
詣
な
ど

一
年
を
通
し
て
皆
様
方
の
様
々

な
御
祈
願
を
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。空
調
の
効
い
た
静
か
な

雰
囲
気
の
中
で
の
御
祈
願
の

後
、神
池
の
方
へ
お
出
に
な
り

改
装
な
っ
た
本
殿
に
お
参
り
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、駐
車
場
脇
に
は
自
動

車
の
祓
所
も
新
設
し
ま
し
た
。

祈祷殿

し
お
が
ま



56

27 12月

歳
旦
祭 

奉
射
事
始
祭 

え
び
す
人
形
の
門
付
け

元
始
祭 

3 2 1 31 311月5

     

　

大
祓
は
、我
々
日
本
人

の
伝
統
的
な
考
え
に
基
づ

く
も
の
で
、常
に
清
ら
か
な

気
持
ち
で
日
々
の
生
活
に

い
そ
し
む
よ
う
、自
ら
の
心

身
の
穢
れ
、そ
の
他
災
い
の

原
因
と
な
る
諸
々
の
罪
や

過
ち
を
祓
い
清
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
神
職・参
列
者
一
同

拝
殿
前
に
集
ま
り
身
に
つ
い

た
罪
・
穢
れ
を
人
形
に
移
し
、

神
職
が
大
祓
詞
を
奏
上
し
、

祓
い
清
め
ま
す
。皆
様
ど
う

ぞ
御
参
列
く
だ
さ
い
。ま
た
、

当
日
御
参
列
の
か
な
わ
な
い

方
も
社
頭
に
て
人
形
を
授

与
し
て
お
り
ま
す
の
で
、御

参
拝
の
際
に
御
記
入
の
上

お
預
け
く
だ
さ
い
。

※

祭
典
に
先
立
ち
午
前
十
時
よ
り

商
店
街
に
て
伝
統
的
な
え
び
す

人
形
の
門
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。 商店街での門付

逆さ門松

煤払い

さ
い　

 

た
ん  

さ
い

げ
ん　

  

し    

さ
い

ほ
う　

  

し
ゃ   

こ
と  

は
じ
め  

さ
い

ひ
ゃ
く     

だ
ゆ
う      

じ
ん     

じ
ゃ   

さ
い

お
お 

は
ら
え

時
の
西
宮
神
社
社
用
日
記
を
ひ
も
と
く「
え
び
す
瓦
版
」。

日
記
は
文
字
だ
け
で
は
な
く
、

絵
や
図
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
二
百
冊
を
越
え
る
江
戸
期
日
記
中
か
ら
、

特
に
興
味
深
い
も
の
を
選
び
ま
し
た
。

文
化
八
年（
一
八
一一
）

十
二
月
二
十
七
日

因
講
へ
遣
わ
す
御
幣

　

百
太
夫
社
を
信
心
の
大
坂
芝

居
、浄
瑠
璃
語
り
が
諸
国
か
ら

帰
り
参
会
の
場
へ
出
役
し
、百

太
夫
氏
子
入
り
、講
組
み
の
こ

と
を
頼
む
。

　

御
幣
を
床
に
祭
り
祈
祷
す
る
。

元
禄
九
年（
一
六
九
六
）

五
月
十
日

西
宮
本
社
屋
根
修
復

　

西
宮
社
東
門
の
屋

根
が
南
北
に
三
間
半
落

込
み
当
分
板
を
以
っ
て

雨
除
け
と
し
た
い
願
書

を
尼
崎
奉
行
所
へ
届
け

る
。

文
政
二
年（
一八一
九
）

三
月
一
日

美
作
久
米
北
条
郡
大
垪

和
西
村
の一宮
八
幡
宮
神

主
宗
藤
伊
織
に
恵
美
酒

大
神
の
神
霊
を
勧
請

　

勧
請
の
箱
は
長
さ
八
寸 

横
二
寸
。

　

箱
の
内
へ
古
勝
男
木
で
幣
串
、榊
等
を
封
じ
入
れ
る
。

　

包
紙
は
越
前
奉
書
。

天
保
十
四
年（
一八
四
三
）五
月
二
十
五
日   

大
漁
猟
の
御
祈
祷

　

与
古
道
筋
濱
の
南
波
打
ち
際
で
御
祈
祷
執
行
。

　

西
宮
大
神
宮
大
漁
猟
の
札
を
四
尺
程
の
竹
に
挟
み
三
本
立
。

　

幣
を
三
本
拵
え
て
立
て
る
。

　

十
畳
敷
位
に
笹
竹
を
立
て
注
連
縄
を
張
り
、そ
の
内
に
ゴ
ザ
を

敷
く
。中
臣
祓
三
座
、大
漁
猟
繁
栄
祈
祷
執
行
。

寛
保
三
年（
一
七
四
三
）

開
帳
の
立
札

　

来
年
三
月
三
日
か
ら

四
月
二
十
三
日
迄
、御
神

像
開
帳
を
知
ら
せ
る
立

札
。尼
崎
、伊
丹
、大
坂

（
六
ケ
所
）、堺
、兵
庫
な

ど
の
茶
屋
な
ど
へ
頼
む
。

　

縦
三
尺
余
、横
一
尺

八
寸
程
の
樅
板
。

寛
延
元
年（
一
七
四
八
）

一
月
十
日

廣
田
社
屋
根
覆
い

　

廣
田
八
幡
宮
五
社
の

こ
け
ら
葺
の
屋
根
が
大

破
に
付
き
、表
十
五
間
、

奥
行
九
間
半
、表
に
一
間

の
庇
付
き
茅
葺
の
雨
覆

い
を
造
作
す
る
願
書
を

大
坂
へ
出
す
。

文
化
八
年（
一
八
一一
）

三
月
二
十
五
日

ま
ん
ぼ
う
奉
納

　

水
主
中
よ
り
献
上
の
魚
。舟
の

下
に
来
た
の
で
モ
リ
で
取
る
。見

世
物
に
し
て
売
り
、こ
の
銭
を
初

尾
と
し
て
献
ず
る
。目
片
は
お
よ

そ
六
百
貫
余
り
と
の
噂
で
あ
っ
た
。

　
「
腹
は
白
く
、口
は
甚
だ
や
さ
し

く
ま
な
が
つ
お
の
口
の
よ
う
。ひ
れ

と
も
身
と
も
尾
と
も
分
か
ら
な
い
」

ひ
と
が
た

い
ろ
は
じ
る
い
し
ょ
う

べ
に
お
し
ろ
い

　

百
太
夫
神
社
は
今
か
ら
約
千
年

前
に
つ
く
ら
れ
た『
伊
呂
波
字
類

抄
』に
本
社
と
並
び
記
さ
れ
て
い
る

歴
史
あ
る
お
社
で
す
。創
祀
の
経
緯

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、地
元
の

伝
承
に
よ
れ
ば
、昔
々
百
太

夫
と
い
う
一
人
の
翁（
老
人
）

が
い
て
、大
変
人
形
操
り
の
技

芸
が
す
ば
ら
し
く
、絶
え
ず

人
形
を
舞
わ
し
て
え
び
す
大

神
の
神
慮
を
慰
め
た
と
い
わ

れ
、後
に
そ
の
弟
子
た
ち
が
百
太
夫

を
人
形
操
り
の
始
祖
と
し
て
あ
が

め
、功
績
を
た
た
え
て
祀
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。記
録
で
は
百
太
夫
の

御
神
体
に
は
童
子
像
の
顔
に
紅
白
粉

が
塗
り
つい
て
お
り
、百
太
夫
の
神
は

子
ど
も
の

疱
瘡
に
効

き
目
が
あ

る
と
い
う

の
で
参
詣

者
が
子
ど

も
の
健
康
を
祈
願
し
御
神
体
に
白

粉
を
塗
り
、そ
れ
を
ま
た
子
ど
も
の

顔
に
も
つ
け
る
と
い
っ
た
慣
習
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。こ
の
思
い
は
今
で
も

受
け
継
が
れ
て
お
り
子
ど
も
の
初

宮
参
り
に
来
ら
れ
た
方
に
は
御
祈

祷
後
、百
太
夫
神
社
へ
お
連
れ
し
て

赤
ち
ゃ
ん
に
白
粉
を
お
付
け
し
て
お

り
ま
す
。先
の
伝
承
に
よ
れ
ば
百
太

夫
大
神
は
一
人
の
翁
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
に
御
神
影
に
童
子
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、人
形

操
り
の
技
芸
は
子
ど
も
た
ち
に
人
気

が
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
く
関
わ
り
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
の

守
り
神
で
も
あ
る

百
太
夫
大
神

（裏）

大祓人形（表）

大
祓
に
つ
い
て

百太夫神社御神影

火
曜

午
前
十
時
〜

土
曜

午
後
四
時
〜

土
曜

午
後
六
時
〜

日
曜

午
前
六
時
〜

月
曜

午
前
十
時
〜

火
曜

午
前
九
時
半
〜

木
曜

午
前
十
一
時
〜

※

正
月
・
十
日
え
び
す
期
間
に
御
祈

祷
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
会
館
に
て

ご
休
憩
し
な
が
ら
、常
磐
津「
釣
女
」

や
淡
路
人
形
浄
瑠
璃「
戎
舞
」を
ご
覧

い
た
だ
け
る「
お
茶
券
」や
、「
干
支
の

土
鈴
」を
お
渡
し
致
し
ま
す
。

　

正
月
・
十
日
え
び
す
期
間
は
特
別
に
本
殿
に
ご
昇
殿
い
た
だ
い
て

御
祈
祷
奉
仕
致
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
年
初
め
の
御
祈
祷
を
お
受
け
い
た
だ
き
ご
神
威
も
新
た
に

蘇
っ
た
え
び
す
様
よ
り
福
を
授
か
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

※

ご
遠
方
の
方
や
、ご
参
拝
の
叶
わ
な
い
方
は
郵
送
で
の
御
祈
願
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

◎ 

新
春
祈
祷
受
付
時
間

一
月
一
日

二
・
三
日

九
日

十
日

十
一
日

午
前
０
時
〜
午
後
六
時

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

午
前
八
時
〜
午
後
十
一
時

午
前
六
時
〜
午
後
十
一
時

午
前
八
時
〜
午
後
十
一
時

新
春
初
祈
祷
の
ご
あ
ん
な
い

年
末
年
始
の

行
事
案
内煤

払
い 

大
祓
式 

除
夜
祭 

す
す　

は
ら

お
お  

は
ら
え  

し
き

じ
ょ　
　
や 　

さ
い

百
太
夫
神
社
祭 

鯛絵馬

百太夫神社

ほ
う
そ
う

西宮神社社用日記にみる、絵や図が記されているものを紹介します

文
化
十
四
年（
一八一
七
）

一
月
七
日

七
五
三
御
膳
献
上

　

大
坂
高
津
氏
地
の
寺
島
平
兵

衛
よ
り
一
月
九
日
に
神
代
七
五
三

御
膳
を
献
上
。そ
れ
を
知
ら
せ

る
立
札
。寺
島
は
干
物
屋
で
料

理
方
を
し
て
い
る
。

安
政
五
年（
一八
五
八
）

九
月
二
十
七
日

悪
病
祈
祷
人
形

　

当
所
横
道
町
、廣
田
村
、中

村
、越
水
村
、古
手
古
道
具
仲
間

よ
り
、は
や
り
悪
病
退
散
の
御
祈

祷
願
が
あ
り
、廣
田
・
西
宮
・
南
宮

各
社
で
執
行
す
る
。一
軒
に
二
枚

ず
つ
雛
形
を
遣
わ
す
。

文
政
十
三
年（
一八
三
〇
）

閏
三
月
二
十
一
日

近
衛
家
白
銀

　

近
衛
殿
家
よ
り「
盤
年
山
」

と
号
す
栗
毛
の
神
馬
併
せ
て
白

銀
一
枚
が
奉
納
さ
れ
る
。
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十
日
え
び
す
の
起
源
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、商
売
繁
盛

の
神
様
と
し
て
え
び
す
様
を
崇

敬
し
て
い
た
商
人
達
が
年
の
は

じ
め
の
正
月
十
日
に
神
前
に
集

ま
り
商
売
繁
盛
の
祈
願
を
こ
め

て
参
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

が「
十
日
え
び
す
」の
は
じ
ま
り

だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
五
十
年
ぶ

り
に
改
修
さ

れ
、え
び
す
大

神
様
の
御
神

威
も
弥
増
し

ま
し
た
本
殿

で
、一
年
の
報

恩
感
謝
と
新

年
の
安
泰･

弥
栄
を
御
祈
願

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
●

　

神
戸
市
東
部
水
産
物
卸
売

協
同
組
合
な
ど
か
ら
大
ま
ぐ
ろ
・

大
鯛
が
、青
果
部
か
ら
は
野
菜

や
果
物
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

拝
殿
に
供
え
ら
れ
た
大
ま
ぐ
ろ

に
は
お
金
が
身
に
付
き
ま
す
よ

う
に
と
願
い
、参
拝
者
に
よ
り
貨

幣
が
貼
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
奉
納
行
事

は
、有
馬
温
泉
観

光
協
会
が
平
成
七

年
か
ら
行

っ
て
い
る
も

の
で
、
湯

女（
ゆ
な
）

に
ふ
ん
し

た
芸
妓
さ

ん
が
湯
も

み
太
鼓
の

は
や
し
に
合
わ
せ

て
「
湯
も
み
」
を

披
露
し
ま
す
。湯

も
み
さ
れ
た
お
湯
は
湯
文
と
共

に
ご
神
前
に
お
供
え
さ
れ
ま
す
。

　

当
社
で
は
古
く
か
ら
毎
年

正
月
九
日（
宵
え
び
す
）に
は

居
籠
神
事（
い
ご
も
り
し
ん
じ
）

と
称
し
て
翌
十
日
に
行
わ
れ
る

「
十
日
え
び
す
大
祭
」に
清
浄
な

身
体
で
奉
仕
す
る
為
に
神
職
は

十
日
の
午
前
零
時
に
全
て
の
門

を
閉
じ
、忌
み
籠
り
ま
す
。こ
の

居
籠
神
事
は
古
く
は
鎌
倉
時

代
の
記
録
に
も

残
る
古
代
の

祭
典
の
形
を

残
す
伝
統

行
事
で
す
。

ま
た
、江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た

『
社
用
日
記
』に
は
氏
子
達
の

居
籠
の
様
子
も
記
さ
れ
て
お
り
、

古
く
は
神
職
だ
け
で
な
く
十
日

え
び
す
に
清
浄
な
身
体
で
参
拝

す
る
に
あ
た
り
、も
っ
ぱ
ら
家
中
に

あ
っ
て
音
響
を
と

め
、静
か
に
忌
み
籠

っ
て
い
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　

十
日
え
び
す
の

期
間
中
、お
札
や
福

袋
な
ど
の
縁
起
物

を
つ
け
た
福
笹
が

神
社
か
ら
特
別
授

与
さ
れ
る
ほ
か
、境

内
や
そ
の
周
辺
に

は
名
物
の
熊
手
や

福
箕
を
売
る
吉
兆
店
や
露
店
、

興
業
小
屋
な
ど
約
八
百
店

が
軒
を
連
ね
三
日
間
で

百
万
人
を
超
え
る

参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
す
。

一
月
九
日 

宵
え
び
す
　
十
日 

本
え
び
す
　
十
一
日 

残
り
福

7

有
馬
温
泉
献
湯
式

九
日

午
後
二
時

居
籠
神
事
と

十
日
え
び
す
大
祭

十
日

残
り
福

十
一日

　
笹
は
常
緑
で
生
命
力
が
強

く
、ま
た
殺
菌
や
薬
用
の
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
古
来
、様
々
な

神
事
で
お
清
め
な
ど
で
用
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。ま
っ
す
ぐ
に
伸

び
る
竹
の
姿
が
商
売
人
の
正
直

な
心
を
象
徴
し
て
い
る
、え
び
す

様
の
持
つ
釣
竿
を
表
し
て
い
る

な
ど
、様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。

福
笹
に
は
、大
判
、掛
鯛
、お
札
、

絵
馬
や
金
の
巾
着
袋
な
ど
の
縁

起
物
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

招
福
大
ま
ぐ
ろ
奉
納
式

八
日

午
前
九
時
半
頃

福
笹
は
な
ぜ
笹
？

一 

月
十
日  

午
前
六
時

開
門
神
事
福
男
選
び

　
開
門
神
事
福
男
選
び
は
、午
前
四
時
の

十
日
え
び
す
大
祭
を
斎
行
し
、謹
慎
斎
戒

が
解
か
れ
た
、午
前
六
時
の
開
門
に
、氏
子

達
が
我
れ
先
に
福

を
も
ら
お
う
と
競

い
合
い
参
拝
し
た

の
が
は
じ
ま
り
で
、

今
で
は
約
五
千
人

も
の
参
拝
客
が

開
門
と
共
に
一

斉
に
本
殿
に
走
り

参
り
を
し
ま
す
。

全行程230m
大練塀　　  表大門

本
殿のぼり坂

楠

十
日
え
び
す
大
祭

一 

月
八
日  

午
前
九
時
半
頃

招
福
大
ま
ぐ
ろ
奉
納
式

大まぐろ奉納
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十
日
え
び
す
関
連
行
事

9

　

西
宮
神
社
十
日
え
び
す

　
一
月
十
日
を
中
心
に
九
日
か

ら
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
行
わ

れ
る｢

十
日
え
び
す｣

は
阪
神
間

に
お
け
る
最
大
の
祭
典
と
し
て

広
く
全
国
に
知
ら
れ
、百
万
人

に
及
ぶ
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
十
日
え
び
す
の
前
賑
わ
い
の

行
事
と
し
て
、次
の
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
月
五
日
午
前
の
西
宮
神
社

境
内
社
百
太
夫
神
社
に
於
け
る

百
太
夫
神
社
祭
が
終
わ
る
と
、

い
よ
い
よ
十
日
え
び
す
が
始
ま
り

ま
す
。

　

阪
急
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
で
は

「
阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活

す
る
会
」に
よ
る
三
番
叟
、箱
廻

し
等
が
上
演
さ
れ
、十
日
え
び
す

の
前
触
れ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　　

阪
神
な
ん
ば
線
開
通
後
、早

や
三
度
目
の
正
月
十
日
え
び
す

を
迎
え
ま
す
。近
鉄･

大
阪
難
波

駅
で
は
西
宮
神
社
の
巫
女
に
よ

り
近
鉄
大
阪
難
波
駅
長
と
阪

神
尼
崎
駅
長
に
特
製
の
大
き
な

熊
手
が
授
与
さ
れ
、祭
り
の
予

告
を
行
い
、ま
た
乗
客
や
通
行
の

人
達
先
着
百
名
に
も
熊
手
を
配

り
ま
す
。

 　　

阪
神
梅
田
駅

で
は
、先
着
三
百

名
に
、阪
神
梅
田

駅
長
に
は
特
製
の

大
き
な
熊
手
が

授
与
さ
れ
ま
す
。

　

難
波
駅･

梅
田

駅
共
に
、｢

淡
路

人
形
座｣

に
よ
る
、

え
び
す
舞
上
演

が
行
わ
れ

ま
す
。

　

三
番
叟
、箱
廻
し

三
番
叟
、箱
廻
し

五
日

午
後
三
時
頃

午
前
十
一
時
頃

熊
手
授
与

六
日

　

平
成
十
七
年
、

阪
神
大
震
災
に
よ
り

失
わ
れ
て
い
た
活
力

を
取
り
戻
そ
う
と

西
宮
中
央
商
店
街

の
皆
さ
ん
が｢

え
び
す

か
き
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト｣

の
活
動
を
立
ち

上
げ
、平
成
二
十
年

に
は
空
き
店
舗
を
改
装
し
、｢

戎

座
人
形
芝
居
館｣

が
商
店
街
の

中
に
出
来
ま
し
た
。｢

え
べっ
さ
ん｣

一
色
に
な
る
三
が
日
明
け
の
五
日

午
後
か
ら
の
企
画
展
や
、こ
こ
を

拠
点
に
活
動
す
る｢

人
形
芝
居

え
び
す
座｣

の
戎
舞
、人
形
劇
な

ど
が
順
次
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
師
走
か
ら
正
月
十
日

え
び
す
に
か
け
て
企
画
展｢

堀
内

ゑ
び
す
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展｣

（
十
二

月
七
日
か
ら
一
月
十
六
日
ま
で
）

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
師
、
郷
土
史
研
究
家
で

あ
っ
た
堀
内
泠
氏
が
生
前
に
蒐

集
さ
れ
た
え
び
す
さ
ま
に
関
す
る

様
々
な
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

神
社
か
ら
南
方
へ
徒
歩
十
分

ほ
ど
に
在
り
ま
す
。古
い

酒
蔵
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。（
十
二
月

三
十
日
か
ら
一
月

三
日
と
火
曜
日

は
休
館
、但
し
、

一
月
十
日
は
開
館
）

　
二
十
三
年
十
月
か

ら
二
十
四
年
二
月
ま

で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
中
で
す
。本
開
催

は
二
十
四
年
秋
の
予

定
で
す
。詳
し
く
は
西

宮
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

｢西宮・まちを旅する博覧会｣

熊
手
授
与

え
び
す
舞

六
日

午
後
三
時
半
頃

神
社
会
館
で
の
芸
能

神
社
会
館
で
の
芸
能

淡路人形浄瑠璃｢戎舞｣

阪神梅田駅長へ特製熊手の授与

企画展に展示される「えびす引札」人形芝居戎座「えびす舞」

常磐津｢釣女｣

戎座人形芝居館

白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館

戎
座
人
形
芝
居
館

　
正
月
十
日
え
び
す
は
、五
十
年
ぶ
り

に
改
修
さ
れ
、え
び
す
大
神
様
の
御

神
威
も
弥
増
し
ま
し
た
本
殿
で
、一
年

の
報
恩
感
謝
と
新
年
の
安
泰･

弥
栄

を
御
祈
願
下
さ
い
。

　
御
祈
願
を
終
え
ら
れ
た
方
は
、神

社
会
館
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
、お

茶
と
お
菓
子
で
一
服
し
て
頂
き
、九
日

は
え
び
す
さ
ま
所
縁
の
常
磐
津｢

釣

女｣

、十
日
は
淡
路
人
形
浄
瑠
璃｢

戎

舞｣

、十
一
日
は
西
宮
中
央
商
店
街
で

活
動
す
る
人
形
芝
居
え
び
す
座
の

「
え
び
す
舞
」が
御
覧
頂
け
ま
す
。

　
ま
た
、西
宮
の
町
で
は
十
日
え
び
す

の
前
夜
、忌
籠
り
の
晩
に
田
楽
と
膾
を

食
し
、静
か
に
過
す
習
慣
が
あ
っ
た
よ

う
で
、こ
れ
を
偲
び
、一
月
十
日
、御
祈

祷
を
お
受
け
に
な
ら
れ｢

お
茶
券｣

を

持
っ
て
神
社
会
館
に
来
ら
れ
た
方
に

｢

田
楽（
豆
腐
の
串

田
楽
）｣

を
召
し
上

が
っ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。ま
だ
試
行

段
階
で
数
も
限

ら
れ
て
い
ま
す
が

（
お
昼
前
後
に
二

百
食
）、お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

伊万里ゑびす大黒舟遊び大皿
白鹿記念酒造博物館（記念館）

人形芝居えびす座｢えびす舞｣
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